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　12 月 18 日 ( 日 )、東松島市コミュニティセンターで、『縄文
とアイヌ』と題した講演会を開催しました。縄文村講演会で「ア
イヌ」を取り上げるのは初めて。市内をはじめ、県内外から定
員を超える約 160 名が集
まり関心の高さがうかが
えました。
　講師には、関根達人氏
（弘前大学教授）、奈良貴
史氏（新潟医療福祉大学
教授）をお招きし、アイ
ヌの人びとの生業や交易、
人類学的に見た骨の特徴
から、縄文人とアイヌの
つながりに迫るお話をし
ていただきました。

　関根氏は『縄文人とアイヌの生業』と題し、
講演。アイヌの人びとは生業の基盤は農業では
なく、交易が基盤で、和人との交易を前提とし
た狩猟・漁労・採集民であったことを明らかに
しました。
　アワビやサケ・タラ（干魚）、アザラシ・アシカ・
トド（毛皮）、クマ（毛皮・胆のう）、ワシ・タ
カ（羽）、エゾシカ（毛皮）などの交易品やそ
れらを獲るための道具、伝世する様々な工芸品
などが紹介されました。また、縄文人と 1200
年もの年月を隔ててもなお共通する、狩猟採集

民としての精神性などについても話され、大変興味深いお話に会場からは驚
きと感心の声が聞かれました。

　奈良氏は『縄文人はどこに行った』と題し、
旧石器時代から縄文、弥生、古墳時代、近世
アイヌの人びとの顔の特徴についてお話いた
だきました。とくに、特徴が大きく異なる縄
文人骨と弥生人骨について詳しく説明され、
その後どのように本土日本人・アイヌ・琉球
人が形作られていったのか、大変わかりやす
く解説していただきました。そして、和人が
描いたアイヌの絵と近世アイヌの骨に、「縄
文人に近い顔立ちとその特徴」が見られると
いう興味深いお話を聞くことができました。

縄文村講演会『縄文とアイヌ』開催。

熱心にメモを取り、聞き入る聴講者

土 日 体 験
再開しました！

完全予約制に変更していた 「土日体験」

ですが、 通常通り 「予約不要」 に戻り

ました。 冬のおでかけにぜひご来館く

ださい。 受付時間 ・ メニューは以下の

とおりです。

【受付時間】

9:00～ 11:00/13:00～ 15:00

【体験できるメニュー】

まがたま作り ・ シカ角ストラップ

（各 400円）※別途入館料もかかります

※火おこしは休止中 （12～ 3月）

縄文村の Facebook ・ Instagram が

あるのをご存じですか？イベント等の最新

情報、 縄文村の日常など日々更新してい

ます。 ぜひチェックしてみてくださいね！

そしてお気軽にフォローしてください。

Facebook Instagram

FOLLOW  ME!!

SNS、やってます。

・アイヌの人々が交易を行っていたということを初めて知って驚いた。
・狩猟採集という観点からの縄文と（精神的な）つながりがあるという話は
　とても興味深かったです。
・日本に３つの文化圏があり、アイヌと琉球は交易が中心となっているとい
　うお話はとても納得ができ、素晴らしい考え方だと感じました。
・眼窩等の形態で、ここまで縄文・弥生・中間の違いが分かるとは驚きです。
・人骨を通して考える縄文人の様子はとても興味深く話を聞くことができま
　した。
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▲関根達人氏

▲奈良貴史氏


